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1. Kikuchi H. PPARα, as the key determinant of kidney size, Revealed by Multi-Omics. “Opposing Demands in 
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2. 安藤史顕. 腎臓内科医からみた SGLT2 阻害薬の心保護作用. 第 98 回東京心臓の会. 東京, 2024 年 11
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48. 羽田 学. 私の慢性腎臓病(CKD)診療. 第 108 回 医療連携臨床懇話会. 東京, 2024 年 3 月. 
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52. 前田益孝. 透析施設の災害対策. 透析治療カンファレンス. 茨城, 2024 年 1 月. 
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第 67 回日本腎臓学会学術総会. 横浜, 2024 年 6 月. 
59. 森崇寧. 【シンポジウム】遺伝子診断を腎臓病プレシジョン・メディスンに生かす ーその意義

と方法とはー. 第 54 回日本腎臓学会東部学術大会. 宇都宮, 2024 年 9 月. 
60. 森崇寧. ARNI 処方はまだこれからという先生へ 〜エンレストの多彩な利点と最適な症例の考察

〜. ARNI Expert Meeting in 杉並, 東京/Web, 2024 年 1 月. 
61. 森崇寧. いままでの降圧薬と何が違うの？ 〜ARNI が可能にした血圧のマルチターゲット治療〜. 

ARNI Lunch Web Symposium, 東京/Web, 2024 年 1 月. 
62. 森崇寧. 塩を制して高血圧治療を制す 〜エンレストの多彩な薬効に裏打ちされた理想的な血圧

治療〜. ARNI Nephrology Web Symposium, 東京/Web, 2024 年 2 月. 



63. 森崇寧. いま一度考えたい、高カリウム治療の意義〜ロケルマ処方の TIPs とは〜. LOKELMA 
Online Symposium 人生 100 年時代の Quality of Life 電解質管理を考える会, 東京/Web, 2024 年 2 月. 

64. 森崇寧. 糖尿病患者にこそ ARNI を勧める理由 〜エンレストが真価を発揮する症例とは〜. ARNI 
Yokohama Web Symposium, 東京/Web, 2024 年 3 月. 

65. 森崇寧. ポリファーマシー時代に変革の一手 〜多能性降圧薬としてのエンレストを再考する〜. 
ARNI Web Symposium, 東京/Web, 2024 年 3 月. 

66. 森崇寧. 心腎連関を見据えた高血圧治療アプローチ. ARNI 高血圧 Collaboration Web Seminar in 
Tokyo, 東京/Web, 2024 年 4 月. 

67. 森崇寧. 高血圧治療の明日を見据えて今できる選択. たいとう学術講演会 (台東区医師会), 東京

/Web, 2024 年 4 月. 
68. 森崇寧. 『迅速』『確実』な降圧治療に何を選ぶ？. ARNI Web Symposium in 多摩, 東京/Web, 2024

年 5 月. 
69. 森崇寧. 心腎連関治療の一挙両得 〜心血管病患者の明日のために今できること〜. ARNI Web 

Symposium, 東京/Web, 2024 年 5 月. 
70. 森崇寧. エンレストによる心腎連関へのクリティカル・アプローチ. 心疾患連携懇話会, 東京

/Web, 2024 年 7 月. 
71. 森崇寧. 降圧目標未達の患者にどう向き合うか 〜エンレストに期待すること〜. 高血圧診療を再

考する 〜多職種連携での血圧管理〜, Web, 2024 年 7 月. 
72. 森崇寧. 高血圧患者の日常診療を再考する 〜エンレスト錠を使うのはどういう時？〜. 腎臓を考

慮した明日からできる高血圧治療  ～薬物治療×地域連携～, 船橋/Web, 2024 年 7 月. 
73. 森崇寧. CKD 治療において ARNI の果たす役割とは？ 〜「塩分」管理に対する挑戦〜. 高血圧診

療 JointMeeting 心臓×腎臓×糖尿病, 東京/Web, 2024 年 8 月. 
74. 森崇寧. 「心腎連関」という視点であらためて考える CKD 治療の最前線. 循環器および関連疾患

を学ぶ会 〜心不全と CKD について〜, 東京/Web, 2024 年 8 月. 
75. 森崇寧. 血圧治療だけではない、ARNI の本当の活用法. 高血圧 ×腎臓 × ARNI 2, 東京/Web, 2024 年

9 月. 
76. 森崇寧. 高血圧治療に「彩（いろどり）」を ～ARNI を選択すべき症例とは？～. DM-CKD-高血圧

を考える会, 東京/Web, 2024 年 9 月. 
77. 森崇寧. ARNI って本当はどうなんですか？ 〜腎臓内科医からエンレスト錠のススメ〜. 高血圧 

Forum ～腎臓内科医が診る高血圧診療～, 茨城/Web, 2024 年 10 月. 
78. 森崇寧. 腎臓専門医が考える CKD 保存期の電解質管理の最適化. 電解質と CKD 治療の最前線, 東

京/Web, 2024 年 10 月. 
79. 森崇寧. 新しいガイドラインを踏まえた CKD の治療法〜日常診療で見過ごせない遺伝性腎疾患

の診断・治療まで〜. Nephrology Expert Seminar, 東京/Web, 2024 年 10 月. 
80. 森崇寧. 厳格な降圧治療を諦める前に 〜エンレスト錠の上手な活かし方〜. ARNI Web Seminar  ～

これからの高血圧治療を再考する～, 東京/Web, 2024 年 10 月. 
81. 森崇寧. エンレスト錠で解決する上手な「減塩」アプローチ 〜心腎連関を見据えて〜. 酒田心腎

連関を考える勉強会, 山形/Web, 2024 年 11 月. 
82. 森崇寧. クラウドファンディングで得られたもの〜腎臓病の未来に対する国民の想い〜. 研究×ク

ラウドファンディングセミナー vol.1, Web, 2024 年 11 月. 
83. 森崇寧. 日常診療に潜在する遺伝性腎疾患へのアプローチ方法とその意義とは？. 日常診療に潜

在するファブリー病, 東京/Web, 2024 年 11 月. 
84. 森崇寧. CKD 患者診療アップデートと紹介のポイント〜心腎連関を見据えた SGLT2 阻害薬の活か

し方〜. これからの CKD 診療を考える〜病薬・薬薬連携も含めて〜, 東京/Web, 2024 年 11 月. 



85. 森崇寧. CKD 診療と腎保護薬アップデート〜決して稀ではない「遺伝性腎疾患」という視点も含

めて〜. 第 25 回日本糖尿病性腎症研究会 ランチョンセミナー３, 東京, 2024 年 11 月. 
86. 森崇寧. 血圧だけ下げる薬はもう要らない？ 〜ARNI に期待する次世代の高血圧治療〜. 東村山市

医師会講演会, 東京/Web, 2024 年 12 月. 
87. 森崇寧. 日常診療に多く潜在する遺伝性腎疾患を見抜くために〜高カリウム血症の治療意義を再

考する〜. 第 14 回腎不全研究会 スポンサードセミナー, 東京, 2024 年 12 月. 
88. 森崇寧. 心臓と腎臓の架け橋を守るために 〜ARNI が持つ幅広いポテンシャル〜. ARNI 

Hypertension Seminar 心腎連関を考える, 東京/Web, 2024 年 12 月. 
89. 吉川桃乃. 慢性腎臓病患者さんをみるときに気をつけること. 第 74 回地域連携歯科研修会（都立

大塚病院主催）. 東京, 2024 年 11 月. 
 
<研究助成> 
 
1. 安藤史顕. 公益財団法人武田科学振興財団 医学系研究継続助成. 「新規 PKA 制御法による疾患治

療への応用」. 
2. 安藤史顕. 公益財団法人ソルト・サイエンス研究財団研究助成. 「腎臓尿細管における LRBA を介

したナトリウム再吸収機構の解明」. 
3. 安藤史顕. 公益財団法人母子健康協会小児医学研究助成. 「LRBA 欠損症の病態解明と治療法開

発」. 
4. 安藤史顕. AMED 難治性疾患実用化研究事業. 「先天性腎性尿崩症と分類不能型免疫不全症に共通

する LRBA 依存性膜輸送機構の解明」. 
5. 安藤史顕. 科学研究費補助金基盤（B）. 「PKA 関連疾患の病態解明と治療薬開発研究課題」. 
6. 菊池寛昭. 令和 6 年度科学研究費  若手研究  「多発性嚢胞腎における、β カテニン Ser552 リン酸

化による遺伝子発現制御の解明」. 
7. 菊池寛昭. 武田科学振興財団医学系研究助成 「AMPK シグナルを基軸とした、尿細管上皮細胞障

害機序の解明と慢性腎臓病 
の治療戦略」. 
8. 菊池寛昭. 東京医科歯科大学 次世代研究者ユニット (第六期生) 「単離尿細管マルチオミクスを

用いた、多発性嚢胞腎における PKA-β カテニンシグナルの解明と新規治療開発」. 
9. 菊池寛昭. 日本医療研究開発機構 腎疾患実用化研究事業 (AMED) 「AMPK シグナルを基軸とし

た尿細管上皮細胞修復障害の解明と治療戦略」. 
10. 菊池寛昭. MSD 研究助成 2024 生活習慣病領域 「β カテニン Ser552 リン酸化による腎肥大制御

の解明」. 
11. 菊池寛昭. 千里ライフサイエンス 岸本研究助成 「AMPK シグナルを基軸とした、尿細管上皮細

胞障害機序の解明と慢性腎臓病の治療戦略」. 
12. 菊池寛昭. 2024 年度 武田科学振興財団 医学系研究助成（基礎） 「AMPK シグナルを基軸とし

た、尿細管上皮細胞障害機序の解明と慢性腎臓病 
の治療戦略」. 
13. 須佐紘一郎. 科学研究費補助金 基盤研究(C). 腎臓オルガノイドを用いた腎線維化増悪因子の探

索. 
14. 須佐紘一郎. 日本医療研究開発機構(AMED) 腎疾患実用化研究事業. 腎臓オルガノイドを用いた腎

線維化修飾遺伝子の探索. 
15. 蘇原映誠. 革新的先端研究開発支援事業(AMED-PRIME). ストレスと臓器線維化をつなぐエネルギ

ー恒常性機構破綻の病態解明と臨床応用. 



16. 蘇原映誠. 基盤研究(B). エネルギー感知機構の破綻による慢性腎臓病の線維化進行機序解明と治

療法開発. 
17. 蘇原映誠. 挑戦的研究(萌芽). 腎オルガノイドを用いた Forward Genetic による腎線維化制御機構

の探索. 
18.野田裕美. 科学研究費補助金基盤（C）. 「アクアポリンナノディスク法による水チャネル直接阻

害薬の開発」. 
19. 橋本博子. 日本透析医会研究助成金. 「透析患者におけるオステオサルコペニアのバイオマーカ

ーと新規治療薬の構築」. 
20. 橋本博子. 科学研究費補助金若手研究. 「慢性腎臓病患者のオステオサルコペニアの病態解明と

治療法開発」. 
21. 萬代新太郎. AMED 腎疾患実用化研究事業. 「不良細胞外小胞を標的とした慢性腎臓病と腎性

老化現象の病態解明」. 
22. 萬代新太郎. 科学研究費基金挑戦的研究（萌芽）. 「慢性腎臓病による血液脳関門の破綻と認知

機能障害メカニズムの解明」. 
23. 萬代新太郎. JST 2020 創発的研究支援事業. 「循環細胞外小胞の制御によるサルコペニア・慢

性腎臓病の克服」. 
24. 萬代新太郎. 科学研究費基金基盤（B）. 「細胞外小胞を介した慢性腎臓病によるサルコペニ

ア・腎性老化の全容解明」. 
25. 飯盛聡一郎. 科学研究費補助金基盤（C）. 「SPPARMα を用いた,多発性嚢胞腎における嚢胞増大

抑制効果の検討」. 
26. 森崇寧. 科学研究費補助金基盤研究（C）. 「日本人 CKD 専用遺伝子パネルによる CKD 遺伝子背

景の解明と対応策の構築」. 
27. 賴建光, 野田裕美. 科学研究費補助金基盤（C）. 「抗癌剤による体液異常症に対する水チャネル

を標的とした新規治療法の開発」. 
 
 
 
<海外受賞> 
 
1. Kikuchi H. UJA (United Japanese researchers Around the world) Paper Award 2024 United Japanese 

researchers Around the world May, 2024. 
2. Nanamatsu A.. Early Career Investigator Travel Grants. KPMP Meeting. September, 2024. 
3. Nanamatsu A.. George M. O’Brien Kidney Resource Alliance (OKRA) Travel Award. ASN Kidney Week 2024. 

November, 2024. 
 
 
<国内受賞> 
 
1. 河﨑智樹. 関東地方会指導医賞. 日本内科学会第 698 回関東地方会. 2024 年 9 月. 
2. 菊池寛昭 東京医科歯科大学医科同窓会研究奨励賞 東京医科歯科大学医科同窓会. 2024 年 3 月. 
3. 菊池寛昭 優秀演題賞 第 67 回 日本腎臓学会学術集会総会 2024 年 6 月. 
4. 菊池寛昭 Best English Presentation 第 33 回 バソプレシン・オキシトシン研究会 2024 年 1 月. 
5. 木村萌恵 Best Presenatation Award The 14th Chronic Kidney Disease Frontier Meeting 2024 年 12 月. 
6. 佐々木 成. 上田賞. 第 67 回日本腎臓学会学術集会総会. 2024 年 6 月. 
7. 関口裕太. Best Presenatation Award The 14th Chronic Kidney Disease Frontier Meeting 2024 年 12 月. 



8. 仲尾祐輝. 「医学生・研修医・専攻医の日本内科学会ことはじめ 2024 東京」優秀演題賞. 第 121
回日本内科学会総会. 2024 年 4 月. 

9. 橋本博子. 優秀演題賞. 第 67 回日本腎臓学会学術集会総会. 2024 年 6 月. 
10. 藤田雅子. 優秀演題賞 第 82 回神奈川腎炎研究会. 2024 年 3 月. 
11. 萬代新太郎. 大島賞. 第 67 回日本腎臓学会学術集会総会. 2024 年 6 月. 
12. 萬代新太郎. 東京医科歯科大学医師会賞. 東京医科歯科大学医師会. 2024 年 6 月. 
13. 萬代新太郎. 東京都医師会医学研究賞. 東京都医師会. 2024 年 3 月. 
14. 萬代新太郎. 東京医科歯科大医科同窓会研究奨励賞  東京医科歯科大医科同窓会. 2024 年 3 月. 
15. 宮澤麟作. 優秀演題賞. 第 56 回臨床体液研究会. 2024 年 11 月. 
16. 森槙子. 最優秀演題賞. 第 14 回腎不全研究会 2024 年 12 月. 
17. 丸山遥. 特別奨励賞. 第 14 回腎不全研究会 2024 年 12 月. 
 
 
<学会主催> 
内田信一.  第 67 回日本腎臓学会学術集会総会. 2024 年 6 月. 
 


